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金
田
病
院  

理
念

一
．
金
田
病
院
は
、
二
次
医
療
圏
・

　
　

日
常
医
療
圏
の
中
で
、

　
　

地
域
の
医
療
機
関
と
の

　
　

緊
密
な
連
携
の
も
と
に
、

　
　

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、

　
　

人
々
に
わ
か
り
や
す
い

　
　

医
療
提
供
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

二
．
金
田
病
院
の
医
療
提
供
体
制
は
、

　
　
「
急
性
期
医
療
」
を
基
幹
と
し
、

　
　
「
医
療
療
養
病
床
」
を
運
営
し
、

　
　

地
域
医
療
に
貢
献
し
ま
す
。

基
本
方
針

一
．
金
田
病
院
は
、
地
域
の
人
々
に
、

　
　

良
質
な
医
療
・
介
護
を

　
　

提
供
し
ま
す
。

二
．
金
田
病
院
は
、
地
域
の
人
々
と
、

　
　

ゆ
る
ぎ
な
い
信
頼
関
係
を

　
　

築
い
て
い
き
ま
す
。

三
．「
個
人
情
報
保
護
法
」
を
厳
守
す
る

　
　

と
と
も
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

　
　

尊
重
し
ま
す
。

四
．
根
拠
に
基
づ
く
公
平
な
医
療
を

　
　

提
供
し
ま
す
。

五
．
診
療
は
、
医
師
の
説
明
と
、

　
　

患
者
の
皆
様
の
選
択
に
基
づ
い
て

　
　

行
い
ま
す
。

金田　道弘院長
　

金
田
病
院
は
、
一
九
五
一
年
に

創
立
し
た
特
定
医
療
法
人
の
病
院
。

ベ
ッ
ド
数
百
七
十
七
床
の
中
規
模

病
院
な
が
ら
、
大
病
院
の
多
い
岡

山
、
倉
敷
な
ど
の
都
市
部
と
異
な

り
、
真
庭
市
を
中
心
に
新
見
市
も

含
め
た
広
域
の
拠
点
的
役
割
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
救
急
医
療
。「
す
べ
て
の

患
者
を
引
き
受
け
る
」
を
原
則
に

夜
間
、
休
日
は
当
直
医
の
ほ
か
、

自
宅
待
機
の
医
師
ら
を
一
、二
人

確
保
し
て
い
る
。
救
急
搬
送
は
年

七
百
人
弱
と
真
庭
、
新
見
市
の
医

療
機
関
で
最
も
多
い
。
看
護
師
、

診
療
放
射
線
技
師
、
臨
床
検
査
技

師
な
ど
の
応
援
協
力
も
万
全
だ
。

　

岡
山
県
北
の
医
療
充
実
の
期
待

を
担
い
四
月
以
降
、
常
勤
医
師
三

人
が
加
わ
り
十
三
人
と
な
っ
た
。

看
護
体
制
は
十
月
か
ら
最
高
レ
ベ

ル
の「
患
者
七
人
に
看
護
師
一
人
」。

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
も
五
年
前

に
全
面
稼
働
し
、
来
年
春
か
ら
は

疾
患
別
に
診
療
報
酬
を
定
額
に
す

る
Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
包
括
評
価
）
実
施
病

院
を
目
指
し
て
い
る
。

　

真
庭
の
温
か
い
人
と
文
化
に
は

ぐ
く
ま
れ
五
十
七
年
。
今
後
も
住

民
に
必
要
と
さ
れ
る
病
院
で
あ
り

続
け
る
た
め
精
進
し
た
い
。

岡
山
の　
　
　

　

病
院
力
ホームページ
「岡山の病院力」
http://iryo.sanyo.oni.co.jp

（
山
陽
新
聞
よ
り
抜
粋
）

岡山の病院力
新任医師のお知らせ

編集後記
コンシェルジュ日記

岡
山
県
内
の
主
な
病
院
が
取
り
組
む
重
点
的
な
治
療
、

専
門
医
療
、
得
意
分
野
を
紹
介
す
る
山
陽
新
聞
の

「
岡
山
の
病
院
力
」
に
、
当
院
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
「
情
報
発
信
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、

そ
の
内
容
を
皆
さ
ま
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

拠
点
的
役
割
担
い
体
制
強
化



真庭市西原

　
「
左
の
手
足
が
し
び
れ
て
動
か
な

い
」。
新
見
市
の
八
十
代
男
性
が
二

月
中
旬
、
救
急
車
で
金
田
病
院
に
運

ば
れ
て
き
た
。
二
時
間
前
に
自
宅
で

異
変
を
感
じ
た
と
い
う
。
救
急
車
で

行
っ
た
同
市
内
の
病
院
で
専
門
的

治
療
が
必
要
と
さ
れ
搬
送
さ
れ
て

き
た
。

　

脳
神
経
外
科
の
遠
部
英
昭
副
院

長
と
木
下
公
久
医
長
は
診
察
や

M
R
I
（
磁
気
共
鳴
画
像
装
置
）
検

査
の
結
果
、脳
の
血
管
が
血
の
塊（
血

栓
）
で
詰
ま
る
脳
梗
塞
と
診
断
。
病

院
到
着
か
ら
五
十
分
後
に
は
血
栓

を
溶
か
す
薬
・
t
P
A
を
注
射
で
投

与
し
始
め
た
。症
状
は
次
第
に
回
復
。

男
性
は
リ
ハ
ビ
リ
後
の
三
月
下
旬
、

軽
い
ま
ひ
は
残
っ
た
が
、
自
分
の
足

で
歩
い
て
退
院
で
き
た
。

　

真
庭
市
で
唯
一
、
脳
神
経
外
科
医

が
二
人
常
勤
す
る
同
病
院
。
年
三
十

―
四
十
人
に
上
る
救
急
搬
入
の
脳

梗
塞
患
者
の
受
け
入
れ
体
制
を
昨

年
充
実
、
整
備
。
今
年
七
月
に
岡
山

県
保
健
医
療
計
画
で
脳
出
血
、
く

も
膜
下
出
血
を
合
わ
せ
た
脳
卒
中

の
超
急
性
期
の
専
門
的
な
診
療
が

二
十
四
時
間
可
能
な
医
療
機
関
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
病
院

が
な
い
新
見
市
か
ら
の
受
診
も
多

い
。

　

き
っ
か
け
は
二
〇
〇
五
年
、
積
極

的
な
治
療
法
が
乏
し
か
っ
た
脳
梗

塞
で
t
P
A
に
健
康
保
険
が
適
用

さ
れ
た
こ
と
。
た
だ
、
発
症
か
ら
時

間
が
た
っ
て
使
う
と
脳
出
血
の
副

作
用
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、
投
与
は

発
症
三
時
間
以
内
に
限
ら
れ
る
。
治

療
の
迅
速
化
が
急
務
と
な
っ
た
。

　

夜
間
や
休
日
は
救
急
搬
送
の
連

絡
を
受
け
た
看
護
師
が
当
直
医
の

判
断
を
待
た
ず
遠
部
副
院
長
、
木

下
医
長
や
検
査
ス
タ
ッ
フ
を
呼
び

出
す
な
ど
患
者
到
着
前
に
脳
卒
中

チ
ー
ム
が
そ
ろ
う
体
制
を
整
え
た
。

さ
ら
に
、
救
急
総
括
医
長
を
兼
ね
る

木
下
医
師
が
真
庭
、
新
見
市
消
防
本

部
で
勉
強
会
を
重
ね
、
速
や
か
な
搬

患
者
受
け
入
れ
迅
速
化

岡
山
の　
　
　

　

病
院
力
ホームページ
「岡山の病院力」
http://iryo.sanyo.oni.co.jp

二
〇
〇
三
年
か
ら
金
田
病
院
勤
務
。
悪

性
リ
ン
パ
腫
、
白
血
病
な
ど
血
液
の
が

ん
、
胃
、
大
腸
な
ど
消
化
器
が
ん
の
手

術
後
や
再
発
時
、
進
行
肺
が
ん
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
約
百
二
十
例
の
化
学
療
法

を
手
掛
け
た
。

　

同
病
院
で
は
が
ん
の
ほ
か
、
再
生
不

良
性
貧
血
な
ど
血
液
の
病
気
を
含
む
約

二
百
五
十
人
の
患
者
を
担
当
。
入
院
せ

ず
通
院
で
抗
が
ん
剤
を
投
与
す
る
外
来

治
療
も
行
っ
て
い
る
。
海
野
医
長
は
「
今

後
も
標
準
と
認
め
ら
れ
た
が
ん
治
療
を

提
供
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

海野　正俊内科医長

　

食
事
量
が
減
っ
た
、
食
べ
物
が
の
み
込
み
に
く

い
―
。
そ
ん
な
患
者
の
栄
養
面
の
課
題
に
、
職
種

を
超
え
て
情
報
と
知
識
を
出
し
合
い
最
良
の
支
援

を
探
る
の
が
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム（
N
S
T
）だ
。

　

メ
ン
バ
ー
は
医
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、

栄養サポートチーム

カンファレンスで情報を交換する三村医長（左
から 2人目）ら栄養サポートチームのメンバー

すべての治療の基礎となる栄養支援のチーム医療や 
がんの化学療法、お年寄りに多い骨折の治療に力を入
れ、病院食などアメニティーも充実している。

がん化学療法

県
北
で
初
め
て
の
専
門
医

　

が
ん
治
療
で
手
術
、
放
射
線
治
療
と
並

ぶ
柱
が
抗
が
ん
剤
に
よ
る
化
学
療
法
。
内

科
の
海
野
正
俊
医
長
は
四
月
、
そ
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
で
あ
る
日
本
臨
床
腫
瘍
（
し
ゅ

よ
う
）
学
会
の
が
ん
薬
物
療
法
専
門
医
に

岡
山
県
北
で
初
め
て
認
定
さ
れ
た
。

　

海
野
医
長
は
岡
山
大
卒
業
後
、
同
大

病
院
や
愛
媛
県
の
病
院
な
ど
を
へ
て



金田病院
　金田病院は市の中核医療機関。年間の外来患者は延べ
6万 7500人、入院は 6万 200人に上る。最近は、
発症間もない急性期の脳梗塞（こうそく）治療をはじめ、

送
を
呼
び
掛
け
た
。

　

そ
の
結
果
、
救
急
搬
送
さ
れ
た
患

者
の
う
ち
、
発
症
二
時
間
以
内
の
来

院
が
半
数
近
く
に
達
し
、
搬
入
か
ら

治
療
開
始
ま
で
も
一
時
間
以
内
に

短
縮
。
患
者
の
5
・
0
%
だ
け
だ
っ

た
t
P
A
の
使
用
は
28
・
0
%
に
増

え
た
。
こ
れ
ま
で
投
与
し
た
十
八
人

の
う
ち
、
五
人
は
ほ
ぼ
症
状
が
な
く

な
る
ま
で
劇
的
に
回
復
。
四
人
は
軽

い
ま
ひ
が
残
っ
た
が
、
介
助
な
し
で

日
常
生
活
を
送
れ
て
い
る
。

　

九
人
は
寝
た
き
り
な
ど
重
い
障

害
が
残
っ
た
も
の
の
、「
亡
く
な
っ

た
り
、
副
作
用
の
出
た
患
者
は
い
な

い
」と
遠
部
副
院
長
は
効
果
を
説
明
。

「
地
域
向
け
啓
発
活
動
を
今
後
、
さ

ら
に
広
げ
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

金
田
病
院
の
昨
年
度
手
術
の
う
ち
、

半
数
以
上
の
二
百
一
件
を
占
め
た
の
が

整
形
外
科
。
そ
れ
を
坂
田
賢
一
郎
医

長
は
ほ
ぼ
一
人
で
執
刀
し
て
い
る
。

　

岡
山
大

卒
業
後
、
香

川
労
災
、
岡

山
市
民
病

院
な
ど
を
経

て
二
〇
〇
六

年
か
ら
金
田
病
院
勤
務
。
外
来
診
療

の
傍
ら
、
週
四
日
手
術
を
行
う
。
特

に
骨
折
な
ど
外
傷
治
療
の
経
験
が
豊

富
。 

昨
年
度
も
大
腿
（
だ
い
た
い
）
骨

な
ど
の
骨
折
整
復
手
術
が
百
四
件
を

占
め
た
。
患
者
の
体
の
負
担
が
軽
い

関
節
鏡
に
よ
る
半
月
板
損
傷
手
術
も

十
六
件
行
っ
た
。

　

骨
折
の
患
者
は
お
年
寄
り
が
多
い
。

坂
田
医
長
は
「
安
全
、
迅
速
な
手
術

は
も
ち
ろ
ん
、
手
術
後
も
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
と
連
携
し
早
期
か
ら
の

機
能
訓
練
を
心
掛
け
、
寝
た
き
り
を

防
い
で
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

坂田　賢一郎医長

整形外科

薬
剤
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
理
学
療
法
士
の
二
十

人
余
。
体
重
の
増
減
、
え
ん
下
（
の
み
込
み
）
障

害
の
有
無
な
ど
を
看
護
師
が
評
価
す
る
簡
易
栄
養

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
栄
養
不
良
か
そ
の
恐
れ
が
あ

る
患
者
十
人
前
後
を
対
象
に
、
二
週
間
お
き
の
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
意
見
を
交
わ
す
。

　
「
補
助
食
品
で
栄
養
を
補
う
」「
食
事
に
と
ろ
み

を
つ
け
る
」
な
ど
検
討
結
果
は
主
治
医
に
提
案
。

チ
ー
ム
で
も
対
象
患
者
を
回
診
し
、
栄
養
状
態
と

関
係
が
深
い
床
ず
れ
や
え
ん
下
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

　

二
〇
〇
五
年
の
開
始
か
ら
三
年
半
で
約
七
百
人

の
患
者
に
か
か
わ
っ
た
。
日
本
静
脈
経
腸
栄
養
学

会
の
N
S
T
稼
働
施
設
に
も
認
定
。
チ
ー
ム
を
束

ね
る
三
村
卓
司
・
外
科
医
長
は
「
栄
養
は
医
療
の

基
礎
。
栄
養
を
重
視
す
る
こ
と
で
床
ず
れ
改
善
、

手
術
後
の
早
期
離
床
・
回
復
が
図
れ
た
症
例
を
い

く
つ
も
経
験
し
た
」
と
成
果
を
挙
げ
る
。

　

入
院
患
者
の
床
ず
れ
発
生
率
は
1
%
以
下
に
抑

え
ら
れ
、
長
期
入
院
の
お
年
寄
り
が
多
い
医
療
療

養
病
棟
（
四
十
七
床
）
で
も
最
近
三
年
間
、
床
ず

れ
の
発
症
が
な
い
と
い
う
。

　

が
ん
患
者
ら
が
対
象
の
緩
和
ケ
ア
や
救
急
医
療

の
チ
ー
ム
も
発
足
。
三
村
医
長
は
「
チ
ー
ム
医
療

は
今
や
医
療
の
質
を
高
め
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
。

N
S
T
が
軌
道
に
乗
っ
た
こ
と
で
職
種
を
超
え
た

協
力
体
制
が
で
き
た
」
と
話
し
て
い
る
。

昨
年
度
201
件
の
手
術
執
刀

職
種
を
超
え
協
力

患
者
の
M
R
I
画
像
を
検
査
ス
タ
ッ
フ
と
検
討
す
る
木
下
医
長

（
左
端
）
と
遠
部
副
院
長
（
右
端
）

ｔＰＡ投与増え効果

（
山
陽
新
聞
よ
り
抜
粋
）



　

病
院
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
の
一
つ
が
食
事
。
蒜
山
お

こ
わ
、
ち
ら
し
ず
し
、
ビ
ビ

ン
バ
、魚
の
煮
付
け
、肉
じ
ゃ

が
…
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

ん
だ
味
は
入
院
患
者
に
人
気

だ
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
栄
養
士
三
人

と
調
理
師
十
人
、
調
理
員
四

人
。
献
立
は
毎
月
一
回
、
栄

養
士
と
調
理
主
任
が
集
ま

り
、
伝
来
の
レ
シ
ピ
を
参
考

に
減
塩
な
ど
工
夫
を
加
え
考

え
る
。

　

患
者
食
（
普
通
食
）
と
職

員
食
は
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
で
患

者
、
職
員
の
意
見
を
取
り
入

れ
て
い
る
。
治
療
食
は
、
の

み
込
み
が
難
し
い
人
に
は
お

か
ず
を
刻
み
、
ス
ー
プ
に
と

ろ
み
を
加
え
る
な
ど
一
人
一

人
の
病
状
に
配
慮
。
誕
生
日

に
は
手
作
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
も
添
え
て
い
る
。

　
「
主
婦
が
家
族
に
作
る
よ

う
な
家
庭
の
味
を
目
指
し
て

い
る
」
と
管
理
栄
養
士
の
妹

尾
富
美
子
・
栄
養
課
長
。
患

者
の
入
院
、
退
院
時
は
病
室

で
栄
養
指
導
も
担
い
「
今
後

は
地
域
に
も
情
報
発
信
し
た

い
」
と
張
り
切
っ
て
い
る
。

岡
山
の　
　
　

　

病
院
力

ホームページ
「岡山の病院力」
http://iryo.sanyo.oni.co.jp

　

山
陽
新
聞
「
岡
山
の
病
院
力
」

に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ほ

ど
多
く
の
方
か
ら
お
声
を
か
け
て

い
た
だ
け
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
い
た

だ
い
た
お
言
葉
は
私
た
ち
ス
タ
ッ

フ
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な
り

ま
し
た
。
広
報
の
重
要
性
も
改
め

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
金

田
病
院
「
情
報
発
信
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
へ
の
情

報
誌
と
し
て
ご
愛
読
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
、
今
後
も
一
層
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。地

域
医
療
連
携
室
長

　
　
　

社
会
福
祉
士

田
中
　

聖
隆

経
営
企
画
室
主
任

有
本
　

紀
子

電
算
室
主
任長

田
　

寛
子

編 集 後 記
新
任
医
師
の
お
知
ら
せ

内　

科

　

10
月
1
日
よ
り

　

藤
井
詩
子
医
師
の
異
動
に
伴
い

　

樋
口
千
草
医
師
が

　

新
任
医
師
と
し
て

　

着
任
い
た
し
ま
し
た

妹尾　富美子課長

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
味

人
気
の
病
院
食

　
「
こ
ん
に
ち
は
」。
病
院
に
入
る
と
、
カ
ウ
ン
タ
ー
か

ら
優
し
く
声
を
掛
け
る
の
が
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
細
田

麻
衣
子
さ
ん
だ
。

　

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
相
談
役
や
お
客

さ
ま
係
の
意
味
。
も
と
も
と
ホ
テ
ル
で
活
躍
し
て
い
た

が
、
最
近
は
病
院
も
配
置
し
始
め
た
。
元
保
育
士
の
細

田
さ
ん
は
二
〇
〇
五
年
に
金
田
病
院
初
の
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
に
採
用
。
今
夏
、
民
間
資
格
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
認
定
さ
れ
た
。

　

普
段
は
外
来
フ
ロ
ア
で
患
者
を
案
内
し
た
り
問
い
合

わ
せ
に
応
じ
る
。
病
院
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
日
記
」
も
連
載
。
最
近
は
、
退
院
す
る

患
者
に
病
院
へ
の
要
望
を
聞
き
担
当
者
に
伝
え
る
役
も

担
う
。

　

足
の
不
自
由
な
患
者
が
来
院
す
る
際
は
事
前
に
車
い

す
を
用
意
す
る
な
ど
、
細
か
い
心
配
り
は
患
者
に
好
評
。

医
療
関
係
者
に
も
注
目
さ
れ
、
真
庭
、
倉
敷
市
や
東
京

都
、
石
川
県
の
病
院
、
高

校
な
ど
で
講
演
し
た
。
細

田
さ
ん
は
「
患
者
と
同
じ

目
線
で
の
対
応
を
心
掛
け
、

安
心
と
感
動
を
届
け
た
い
」

と
目
を
輝
か
せ
て
い
る
。

細田　麻衣子さん

コンシェルジュ
細かい心配り好評

（
山
陽
新
聞
よ
り
抜
粋
）



情報発信ステーション

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
日
記

山
陽
新
聞 

「
岡
山
の
病
院
力
」 

に
掲
載
さ
れ
て

　
　
　
　

事
務
部　

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

 

細
田 

麻
衣
子

■ 　

医
療
の
知
識
を
持
っ
て
お
く
こ
と
で

家
族
を
助
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
良
い
意
味
で
病

気
を
身
近
に
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。
脳
卒
中
の
専
門
の
医
療
機

関
が
真
庭
市
内
に
も
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
安
心
し
ま
し
た
。

　

9
月
30
日
付
の
山
陽
新
聞
「
岡
山

の
病
院
力
」
に
当
院
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
金
田
病
院
の
取
り
組
み
が
具

体
的
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
、
記
事

を
ご
覧
に
な
っ
た
多
く
の
皆
さ
ま
か

ら
感
想
を
頂
戴
し
ま
し
た
。今
回
は
、

皆
さ
ま
の
お
声
と
共
に
感
じ
た
こ
と

や
学
ん
だ
こ
と
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

■ 　

通
院
し
て
い
て
感
じ
る
こ
と
と
、
新

聞
を
読
ん
で
受
け
る
感
じ
は
違
う
な
ぁ

…
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
〝
差
が
あ

る
〞
と
い
う
意
味
で
は
な
く
て
、
普
段

通
院
し
て
い
る
時
は
気
づ
く
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
救
急
の
流
れ
や

手
術
の
件
数
、
患
者
の
目
に
は
見
え
な

い
チ
ー
ム
医
療
な
ど
、
新
聞
を
読
ん
で

み
て
本
当
の
意
味
で
安
心
で
き
る
と
感

じ
ま
し
た
。

■ 　

救
急
や
脳
梗
塞
の
こ
と
は
、
以
前
金

田
病
院
の
情
報
発
信
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

読
ん
で
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
に

も
専
門
の
先
生
が
い
る
こ
と
が
わ
か
り

と
て
も
安
心
で
き
ま
し
た
。

■ 　

具
体
的
な
数
字
や
専
門
的
な
医
療
は

私
た
ち
に
は
見
え
に
く
い
部
分
で
す
。

こ
の
記
事
を
読
ん
で
初
め
て
知
る
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。

　

 　

た
く
さ
ん
の
取
り
組
み
や
努
力
が

あ
っ
て
私
た
ち
が
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
今
ま
で
以

上
に
信
頼
で
き
ま
し
た
。

■ 　

医
学
の
進
歩
に
も
驚
き
ま
す
が
、
そ

れ
ら
の
最
新
の
技
術
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
さ
ら
に
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
い

う
患
者
の
心
の
部
分
を
満
た
す
た
め
の

努
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
驚
き
ま

し
た
。

　

掲
載
さ
れ
た
当
日
の
朝
、「
山
陽
新
聞
、

読
ん
だ
よ
。
い
つ
も
頼
り
に
し
て
い
る
か

ら
頑
張
っ
て
ぇ
な
。」
と
来
院
な
さ
っ
た

方
が
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
反
響

の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
記
事
を
お
読

み
い
た
だ
い
た
こ
と
、
ご
感
想
を
届
け
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
多
く
の
皆

さ
ま
が
金
田
病
院
に
関
心
を
持
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
本
当
に
あ
り

が
た
く
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
真
心
を
こ
め
た
対
応
を
大

切
に
し
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
皆
さ

ま
の
ご
期
待
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
、
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。



診療時間 月 火 水 木 金

内　　科

午前 9：00～12：00

① 川　西 ① 川　西 ① 川　西 ① 川　西 ① 川　西 ①海野
（10：30まで）

　木村友
彦（10：30より）

② 海　野 ② 海　野 ②１・３・５週 鎌尾
　　２・４  週 海野 ② 鎌　尾 ② 海　野 ②鎌尾

（10：30まで）

　樋口（10：30より）

③ 鎌　尾 ③ 杉　山 ③１・３・５週 木村友
彦

　　２・４  週 樋口 ③ 高　畠 ③ 古　賀
　　  （10：30より）

③ 古　賀

午後 2：00～ 5：30 杉　山
① 鎌　尾 ① 越　智

② 高　畠

③水島（消化器）
（4：30より）

樋　口 古　賀
② 杉　山
（3：30より）

循環器内科 午前 9：00～12：00 溝　口 重　歳 木　村英夫

呼吸器内科 午前 9：00～12：00午後 2：00～ 5：00
担当医

（午後・第４土曜も診療）

糖尿病内科
午前 9：00～12：00 木　村友彦

午後 2：00～ 5：30 木　村友彦

神経内科 午後 2：00～ 5：30 深　井

腎臓内科・透析科 午前10：00～12：00午後 2：00～ 4：00 浪　越

泌尿器科 午　　後 担当医
（2：00～ 5：00）

木　村高博
（2：30 ～ 5：30）

外　　科
午前 9：00～12：00

① 松　本
担当医 三　村卓司 五　味 金　田 担当医

② 五　味

午後 2：00～ 5：30 金　田
（甲状腺）

担当医 担当医 三　村卓司 松　本
（乳 腺）

脳神経外科
（脳・脊髄）

午前 9：00～12：00 遠　部 木　下 遠　部 木　下 遠　部 遠　部

午後 2：00～ 5：30 木　下 遠　部 木　下 手　術 木　下
（脊椎・脊髄）

整形外科
午前 9：00～12：00 坂　田 坂　田 手　術 坂　田 坂　田

（10：30まで）

午　　後 手　術 手　術 手　術 手　術

リハビリ
テーション科 午前 9：00～12：00 文　野

麻酔科
（疼痛外来）

午前 9：30～11：00 森　谷

午　　後 麻　酔 麻　酔 麻　酔

眼　　科 午前10：00～12：00
午後 2：00～ 4：00 守　本

皮 膚 科 午前 9：00～12：00 三　村茂

リウマチ外来 毎月１回、詳細はお問い合わせください

救急の場合 日曜、休日を問わず24時間体制で 0867-52-1191 で受け付けます

平成20年
11月1日現在

土

外来診療の受付は
こちらへどうぞ 0120-52・56・52

診
療
担
当
医

内

科
診
療
部
長

川
西
正
泰

医

長
海う

の野
正
俊

医

長
鎌か
ま

尾お

高
行

医

員
木
村
友
彦

医

員
樋
口
千
草

（
非
常
勤
）
水
島
孝
明

木
村
英
夫

浪な
み

越こ
し

為
八

溝み
ぞ

口ぐ
ち

博
喜

古
賀　

光

杉
山
暖
子

深
井
雄
太

重し
げ

歳と
し

正
尚

越お

智ち　

豪

外

科
院

長
金
田
道
弘

医

長
松
本　

柱

医

長
三
村
卓
司

医

長
五ご

味み

慎
也

（
非
常
勤
）
佐
藤
太
祐

東
田
正
陽

村
上
陽
昭

脳
神
経
外
科

診
療
部
長

遠お
ん

部べ

英
昭

医

長
木
下
公
久

整
形
外
科

医

長
坂
田
賢
一
郎

救
急
総
括

医

長
木
下
公
久

麻
酔
科

（
疼
痛
外
来
）
（
非
常
勤
）
森も
り

谷た
に

実
佳

非
常
勤
医
師

泌
尿
器
科
（
非
常
勤
）
木
村
高
博

荒
木
元
朗

非
常
勤
医
師

眼

科
（
非
常
勤
）
守
本
典
子

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科

（
非
常
勤
）
文ぶ
ん

野の

喬
太

皮
膚
科
（
非
常
勤
）
三
村　

茂

放
射
線
科

非
常
勤
医
師

M
R
I
・
C
T

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
読
影

川
﨑
医
科
大
学
附

属
病
院
研
修
医

10
月
・
11
月

高た
か
ば
た
け畠　

渉

12
月
・
1
月

竹
原
延
治

（　
　
　

 

）

第４休診第４休診

金田病院 外来診療のご案内KANEDA
HOSPITAL


